
俳句「小中学生の部」　　 　信田　寿理・加藤　美佐代・文化協会文芸部会　 選 　  

入　選  

 

春風がめくる教科書まだ白い 　　　　　　　　　　　　　　旭中三年　 打越　百香 

秋風や「じゃあね」と言って立ち話 　　　　　　　　　　　旭中三年　 青山　美和 

教室の窓開け放ち夏の風 　　　　　　　　　　　　　　　　旭中三年　 松尾　崇史 

風花や心震わすレース模様　　　　　　　　　　　　　　　 旭中三年　 丸井　 翠 　　  

真っ青な海に揺蕩う海月かな                             旭中三年　 木村　汐音 　　 
た ゆ た

晩夏光サイダーの泡ひとつ爆ぜ                           旭中三年　 草次　ゆめの 　　  

もう二度と戻らぬ時と夏の風                             旭中三年　 池田　煌  

ぼうずかな鳥しかいない春の釣り 　　　　　　　　　　　　旭中三年 　外園　 迅 

新米や頬張り気づくもう半分　　　　　　　　　　　　　　 旭中三年 　設樂　朝陽 　 　  

大晦日みんなみている長い針　　　　　　　　　　　　　　 旭中三年 　越野　拓真 　　  

しゃぼん玉反対側には宇宙人                             旭中三年 　諸石　楓万 　　  

麦わら帽祖父の背中を追う小道                           旭中三年 　正林　樹季 　　  

桜散る明日の僕たち風ひとつ　                           旭中三年 　安達　望亜 　　  

疲れたな顔を上げると山笑う                             旭中三年 　小畑　優妃奈 　　  

向日葵よ空に向かって伸びてゆけ　                       旭中三年 　向井　莉奈 　　  

プチトマトあかになったらたべたいな                     旭丘小二年　荒巻　錬汰 　　  

夏の空青くそまればいい天気                             旭丘小三年　翁　ひまり 　　 

シュノーケル魚ならんでクレヨンだ                       本地原小三年　松井　玲雄 　　  

入道雲もくもく大きくポップコーン                       城山小四年　尾崎　祈花 　　  

夏の海離れて行くよまた明日　                           城山小四年　澤田　知佳  


